
データ解析とAI32140 小野功一郎 2 選択 1･2後期

科目の概要
本講義では、プログラミングの専門知識がなくても高度なデータ分析やアプリ開発が可能になる「ノーコード（No-Code）」ツールや生成
AI（Gemini、NotebookLM等）を全面的に活用します。身近なコンビニやファッション、SNSのデータを題材に、データの収集・加工・分析から、AI
と対話しながらの施策立案、さらにはゲーム制作までの一連のプロセスを実践的に学びます。「数理・データサイエンス・AIリテラシー」で学んだ
基礎を発展させ、自らの手でデータを価値に変えるスキルを習得することを目的とします。なお、本科目は「DS・AIパスポート資格」の必修科目で
あり、資格取得に対応した実践的なAI活用能力の習得も目指します。　ディプロマシーの③④⑤

学修内容 到達目標
① データ分析の基礎とAI活用: 身近な事例（コンビニやSNS）からデータの重要性を学び、生成AI（Gemini）を用いたノーコード
でのデータ分析手法を体験する。
② フィールドワークと仮説構築: 実店舗（コンビニ等）での観察を通じて定性・定量データを収集し、AIと連携して売上や客層
に関する仮説を立案する。
③ AI協働アンケート調査: リサーチ目的を明確にし、AIと対話しながら効果的な質問項目を設計して、GoogleフォームによるWeb
アンケートを構築・実施する。
④ データの可視化とインサイト発見: 収集したデータをExcelやAIツールで集計・グラフ化し、数値の裏にある傾向（インサイ
ト）を読み解く。
⑤ AI対話によるペルソナ分析と商品企画: 自身をターゲット（ペルソナ）として詳細に設定し、AIとの深層対話を通じて潜在
ニーズを掘り起こし、新商品を企画する。
⑥ テキストマイニングによる競合分析: 食べログ等の口コミテキストデータをNotebookLM等のAIに読み込ませ、顧客満足度や競
合他社との差異を分析する。
⑦ 公的データ活用と社会課題解決: 政府や自治体のオープンデータを収集・分析し、インバウンド観光や地域課題に対する根拠
ある解決策（施策）を提言する。
⑧ ビッグデータによるトレンド予測: 過去のヒット商品データや時系列データをAIに分析させ、論理的な根拠に基づいて未来
（1〜2年後）のトレンドを予測する。
⑨ ノーコードによるゲーム・アプリ制作: プログラミングコードを書かず、AIへの指示（プロンプト）だけで経営シミュレー
ションやブラウザゲーム等のアプリを生成・制作する。
⑩ データ倫理とAI時代のキャリア: データ活用におけるプライバシーや著作権、バイアス（偏り）などの倫理的課題を理解し、
AI共存社会での自身のキャリアを展望する。

① データ活用の理解: 現代社会におけるデータサイエンスとAIの役割、およびその重要性を具体例を挙げて説明できる。　ディ
プロマシーの③⑤
② AIツールの操作: GeminiやNotebookLMなどの生成AIツールを適切に操作し、目的に応じた回答や成果物を引き出すことができ
る（プロンプトエンジニアリング）。　ディプロマシーの③⑤
③ 調査設計能力: 解決したい課題に合わせて適切な仮説を立て、それを検証するためのアンケートや調査を設計できる。　ディ
プロマシーの③④⑤
④ データ集計・可視化: Excelやノーコードツールを用いてデータを適切に加工・集計し、目的に合ったグラフや図表でわかりや
すく表現できる。　ディプロマシーの③⑤
⑤ 定性データ分析: 口コミや自由記述などのテキストデータをAIを用いて分析し、顧客の感情やニーズを抽出できる。　ディプ
ロマシーの③⑤
⑥ 客観的論証力: 収集したデータ（客観的根拠）に基づき、論理的な考察や説得力のある企画・提案ができる。　ディプロマ
シーの③④⑤
⑦ ノーコード開発: プログラミング言語を記述することなく、AIツールを活用して簡易なアプリケーションやゲームを生成・構
築できる。　ディプロマシーの③⑤
⑧ 改善・修正能力: 成果物（分析結果や生成したアプリ）に対して他者からのフィードバックを受け、AIと協力して改善・ブ
ラッシュアップができる。　ディプロマシーの③④⑤
⑨ データ倫理: 個人情報保護、著作権、AIの倫理的課題（バイアスなど）を理解し、法令やモラルを遵守したデータ取り扱いが
できる。
⑩ 主体的なAI活用: AIを受動的に使うだけでなく、自身の創造性や業務効率を高めるパートナーとして主体的に活用する姿勢を
身につける。　ディプロマシーの③④⑤

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自らの意志と責任で学習を進め、あらゆる事を自分事として捉えていくことができる。

働きかけ力

実行力

困難があっても先生や友人などに積極的に質問・助言を求め、自ら解決に向けて努力でき
る。

頭で考えるだけでなく、実際に行動に移しトライアンドエラーを実践できる。

考え抜
く力

課題発見力 得られた情報から課題を発見し、何が原因であるのか創造力を発揮し分析を行うことがで
きる。

計画力

創造力

行動を起こす前にビジョンを明確にし、タスクを細分化したうえで次の行動を決められ
る。

レポートは、習得した知識・スキルを活用して創造力を発揮して書くことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

発信力を発揮してパワーポイントを活用して発表することができる。

話をよく聴き、質問をしてさらに、理解を深めることができる。

一度決めた目標であっても、変更の必要性があれば柔軟に対処できる。

グループ活動ではメンバー、自身の立ち位置を考えて行動できる。

遅刻・無断欠席など、学修意欲の欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するように
ルールを守ことができる。

生活のなかに適度に休む時間を設け、バランスよく学習を進めることができる。

テキスト及び参考文献
テキスト：授業内配布（NotebookLMの活用をします）本講義では指定の市販テキストは使用せず、毎回の授業で配布する資料（レジュメ、スライド、各種データ等）を
テキストとして使用します。その際、配布資料を単に読むだけでなく、生成AIツールである『NotebookLM』に読み込ませて活用します。配布された複数の資料やデータ
をAIに統合的に分析させることで、難解な用語の理解から、情報に基づくインサイト（洞察）の抽出、根拠（エビデンス）に基づいた論理的な課題解決や企画立案ま
で、AIと協働しながら実践的な学習を進めます。

参考文献：AI・データ分析モデルのレシピ　オーム社

他科目との関連、資格との関連

DS・AIパスポート資格の必修科目になります。

学修上の助言 受講生とのルール
本講義ではプログラミングの基礎知識があると理解しやすいですが、初学者にも配
慮した内容となっています。AI・データ分析の基本的な考え方を理解することを重
視し、Excelの統計解析のアドインツールを使います。演習で扱った手法を自分の
データで試してみることをお勧めします。数理・データサイエンス・AIリテラシー
の授業内容を踏まえた上で、より専門的・実践的な内容に取り組みます。

授業の内容を理解し、積極的に取り組む姿勢がみられること。
予習・復習をする時間をとること。
授業の進展具合等によりシラバスを変更する場合があります。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ａ：
・課題レポートは期限までに提出でき、字数や記載内容も
良く書けている。
・発表ではわかりやすく、人に伝えようと工夫を凝らして
いる。
・毎回、授業でおこなうワークに積極的に取り組むことが
できる。
Ｓ：
・A の基準に加えて、さらに学ぶ姿勢も良く、地域活動な
どではリーダー的な役割をしてグループをまとめようと努
力している。
・授業で学んだことをさらに発展させるために自身で統計
検定に挑戦することができる。

Ｃ：
・課題レポートは期限までに、概ね提出できた。
・課題提出、発表では、多くの助言のもと進めていた。
Ｂ：
・課題について理解でき、取り組んでいた。
・ワークに真面目に取り組むことができる。
・課題のレポートは期日を守り提出できている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

小テスト

① ✓ ⑥

30

課題の提出: 課題として出された提出物は、しっかりと書いてすべ
て提出することが求められます。
pisa型学力の評価: 知識と技術を獲得し、それを活用して課題を解
決できたかどうか（pisa型学力）が評価されます。
データの活用と提案: データを加工し、可視化したものを考察・評
価した上で、活用方法の提案を行います。

② ✓ ⑦

③ ✓ ⑧

④ ✓ ⑨

⑤ ⑩

レポート

① ✓ ⑥

60

本授業の成果発表（プレゼンテーション・作品制作等）では、単なるAIツールの操作スキルではなく、修得した知識や技術
を活用して実社会の課題解決に結びつける統合的な力（pisa型学力）を評価します。具体的には、以下の作品（提出物）と
その発表内容を対象とします。
【主な評価対象となる作品（提出物）】
データに基づく企画書・プレゼンテーション資料 収集したアンケートデータや口コミなどを集計・可視化し、客観的根拠
（エビデンス）に基づいて作成した新商品企画や業務改善提案の資料（インフォグラフィックやPowerPoint資料など）。
ターゲットに向けた情報発信コンテンツ 高校生などの特定のターゲット層（ペルソナ）に魅力を伝えるためにAIを活用し
て制作した、マンガ風ストーリーアニメ等のスライド資料。
【どのように評価するか（評価の観点）】 これらの作品および発表において、以下の点を基準にpisa型学力の達成度を評
価します。
データの活用と論理性： データを適切に加工・可視化し、それに基づいた論理的な考察や説得力のある提案（施策シナリ
オ）ができているか。
創造性と課題解決力： AIと対話（壁打ち）を行いながら、自ら発見した課題に対して独創的で有効な解決策を見出してい
るか。
改善のプロセス（トライアンドエラー）： 作品を作って終わりにせず、相互評価（テスティング）等を通じて他者からの
フィードバックを受け入れ、AIと協力しながら作品をブラッシュアップできたか。

② ✓ ⑦

③ ✓ ⑧

④ ✓ ⑨

⑤ ⑩

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥

10

主体性：自らの意志と責任で学習を進め、あらゆる事を自分事として捉えていくことができる。
働きかけ力：困難があっても先生や友人などに積極的に質問・助言を求め、自ら解決に向けて努力できる。
実行力：頭で考えるだけでなく、実際に行動に移しトライアンドエラーを実践できる。
課題発見力：得られた情報から課題を発見し、何が原因であるのか創造力を発揮し分析を行うことができる。
行動を起こす前にビジョンを明確にし、タスクを細分化したうえで次の行動を決められる。
計画力：レポートは、習得した知識・スキルを活用して創造力を発揮して書くことができる。
創造力：発信力を発揮してパワーポイントを活用して発表することができる。
発信力：話をよく聴き、質問をしてさらに、理解を深めることができる。
傾聴力：一度決めた目標であっても、変更の必要性があれば柔軟に対処できる。
柔軟性：グループ活動ではメンバー、自身の立ち位置を考えて行動できる。
規律性：遅刻・無断欠席など、学修意欲の欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守こ
とができる。

② ✓ ⑦

③ ✓ ⑧

④ ✓ ⑨

⑤ ⑩

社会人基礎力
（学修態度）



Ｃ：
・課題レポートは期限までに、概ね提出できた。
・課題提出、発表では、多くの助言のもと進めていた。
Ｂ：
・課題について理解でき、取り組んでいた。
・ワークに真面目に取り組むことができる。
・課題のレポートは期日を守り提出できている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

データ分析の基礎と身
近な活用

ファッションやゲーム
など身近な事例から
データ分析の意義を学
ぶ。Gemini AIを用いた
基本的な対話と分析手
法を体験する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

身の回りの事象（コン
ビニの混雑等）をデー
タとして捉え、AIを活
用して基本的な分析視
点を持つことができ
る。

予習：自分が普段使って
いるアプリや店舗で「ど
んなデータ」が取られて
いるか想像する。

復習：授業で扱ったコン
ビニ分析の視点で、実際
の店舗を観察してみる。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

2

フィールドワーク：実
店舗データ収集

身近なコンビニエンス
ストアを対象に、混雑
度・客層・売れ筋商品
などのデータを実際に
観察・収集し、AIを用
いて傾向を推測する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

現場での観察を通じて
定性・定量データを収
集し、AIと連携させて
初期的な仮説を立てる
ことができる。

予習：第1回の課題に
基づき、観察対象の店
舗を決めておく。
復習：収集したデータ
を整理し、気づいた点
をメモにまとめる。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

3

アンケート調査の設計

リサーチの目的を明確
にし、Gemini AIと相談
しながら効果的な質問
項目を作成する。
Googleフォームを用い
て実用的なアンケート
を構築する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

目的（何を明らかにし
たいか）に沿った適切
な質問形式（選択式・
評価式等）を選び、
Googleフォームを作成
できる。

予習：ファッションや
美容など、自分が調査
したいテーマを考えて
おく。
復習：作成したフォー
ムを友人に共有し、実
際に回答を集める。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

4

アンケートデータの集計と
分析

収集した回答データをスプ
レッドシートで整理し、グ
ラフ化する。Geminiにデー
タを読み込ませ、傾向や
マーケティングへの活用ポ
イントを導き出す。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

収集した生データをグ
ラフや数値で可視化
し、AIのサポートを得
てデータから意味のあ
る洞察（インサイト）
を発見できる。

予習：Googleフォーム
の回答データをスプ
レッドシート形式でダ
ウンロードしておく。
復習：分析結果から導
き出された「傾向」を
短いレポートにまとめ
る。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

5

AIとの対話による新商品
企画

自分自身を詳細なター
ゲット（ペルソナ）とし
て設定し、Geminiと対話
しながら「今すぐ欲しい
新商品」を企画・提案さ
せるプロセスを学ぶ。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

明確なペルソナ設定を
行い、AIから精度の高
い提案を引き出すプロ
ンプト（指示文）を作
成できる。

予習：自分の属性、悩
み、興味関心を言語化
し、ペルソナとして書
き出しておく。
復習：AIが提案した企
画の「良い点」「実現
不可能な点」を評価す
る。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

6

テキストマイニングに
よる「推し店」分析

食べログ等の口コミ
データをNotebookLMに
読み込ませ、顧客満足
度や競合優位性を分析
し、推し店の競争戦略
を立案する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

大量のテキストデータ
（口コミ）から、顧客
が重視する評価軸や店
舗の強み・弱みを客観
的に抽出できる。

予習：分析したい「推
し店」と、その競合と
なる近隣店舗（上位
店）をリサーチしてお
く。
復習：抽出された課題
に対し、具体的な改善
策を一つ考える。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

7

競合分析と改善提案1（分
析編）

ドミノピザを題材に、競
合他社（ピザーラ等）と
の口コミ比較分析を行
う。NotebookLMを活用
し、市場での立ち位置と
課題を特定する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

複数の競合企業のデー
タを比較分析し、自社
が市場で勝つための課
題を論理的に特定でき
る。

予習：ピザチェーン各
社のメニューやサービ
スの特徴をWebサイト
で確認しておく。
復習：NotebookLMが出
力したレポートを読み
込み、要点を整理す
る。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

競合分析と改善提案2（提
案編）

分析結果を基に、ドミノピ
ザの競争優位性を確立する
戦略を立案する。インフォ
グラフィック等を活用し、
説得力のある改善企画書
（PPT）を作成する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

データ分析に基づいた
具体的な解決策を立案
し、視覚的に分かりや
すいプレゼン資料を作
成できる。

予習：提案したいアイ
デア（新メニューや
サービス）のラフ案を
描いておく。
復習：他者のプレゼン
を聞き、自分にはな
かった視点や表現方法
を取り入れる。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

公的データ活用と施策提
言

「訪日外国人6000万人」
目標をテーマに、オー
バーツーリズム等の課題
を公的データから分析
し、持続可能なインバウ
ンド戦略を提言する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

国や自治体の公的デー
タを収集・解釈し、社
会課題に対する具体的
な解決策（施策シナリ
オ）を提案できる。

予習：インバウンド観
光に関するニュース
や、オーバーツーリズ
ムの問題点を調べてお
く。
復習：提案した施策が
2030年にどのような効
果を生むか、シミュ
レーションを見直す。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

10

トレンド予測分析

日経トレンディの過去
20年間のヒット商品
データを分析し、AIと
協力して2025年・2026
年のトレンドトップ10
を予測・プレゼンす
る。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

過去の時系列データか
ら法則性を見出し、根
拠（エビデンス）に基
づいた未来予測を論理
的に説明できる。

予習：自分が思う「来
年流行りそうなもの」
を3つ挙げ、理由を考
えてくる。
復習：授業で予測した
トレンドと、実際の最
新ニュースを照らし合
わせる。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

11

経営シミュレーション
ゲーム制作

Geminiをゲームマスター
（進行役）に設定し、画
像生成AI（Imagen等）を
組み込んだオリジナルの
店舗経営シミュレーショ
ンゲームを作成する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

AIに対する詳細な役割
設定（プロンプト）を
行い、対話形式で進行
するゲームシステムを
構築できる。

予習：どんなお店（カ
フェ、古着屋など）の
経営ゲームを作りたい
か決めておく。
復習：作成したゲーム
を自分でプレイし、AI
の挙動におかしい点が
ないか確認する。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

12

作品テスティング（相互
評価）

第11回で作成したシミュ
レーションゲームをクラ
スメイトと相互にプレイ
し、ユーザー視点での不
具合発見や改善点の洗い
出しを行う。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

他者の作品を客観的に
評価し、建設的な
フィードバック（バグ
報告、改善提案）を行
うことができる。

予習：自分のゲームの
「売り」や「見てほし
いポイント」を整理し
ておく。
復習：クラスメイトか
らもらったフィード
バックをリスト化し、
優先順位をつける。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

13

作品の改良（ブラッ
シュアップ）

テスティングの結果や
フィードバックを基
に、プロンプトの修正
や画像の差し替えを行
い、ゲームの完成度を
高める。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

ユーザーの意見を取り
入れてプロダクト（作
品）を改善し、より満
足度の高いものに仕上
げることができる。

予習：修正に必要なプ
ロンプトの書き方や、
追加したい機能を調べ
ておく。
復習：改良前と改良後
の挙動を比較し、良く
なった点をレポートに
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

14

ブラウザゲーミング生
成

HTML5とJavaScriptを用
い、AIにコードを書か
せて「スネークゲー
ム」や「テトリス風パ
ズル」などのブラウザ
ゲームを作成する。

演演習：実データを用
いたツールの操作と分
析の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

プログラミングの専門
知識がなくても、AIへ
の的確な指示によって
動くアプリケーション
（ゲーム）を生成でき
る。

予習：作りたいゲーム
のイメージ（ルールや
画面構成）を具体的に
考えておく。
復習：生成されたコー
ドをAIに解説させ、ど
のような仕組みで動い
ているか理解する。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

マンガで伝える学科紹
介

NotebookLMを活用し、
高校生に向けて学科の
魅力を伝える「マンガ
風ストーリーアニメ」
形式のスライド資料を
作成する。

演習：実データを用い
たツールの操作と分析
の実践、AIとの対話
（壁打ち）を通じた課
題発見と施策立案、具
体的な成果物の制作と
トライアンドエラー、
毎回の「振り返り」に
よる学びの定着

ターゲット（高校生）
に響くストーリー構成
とビジュアル表現をAI
で作成し、魅力的なプ
レゼン資料を完成させ
る。

予習：自分の学科や
コースの魅力、特徴的
な授業について資料を
整理しておく。
復習：完成したスライ
ドを見直し、AI活用に
よる表現の可能性につ
いて考察する。

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
規律性


